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「俺の人生を変えた一台」

「グループA」に抱く永遠の憧憬
時を超え、奇跡の共演が実現

少年時代、高橋国光が駆るハコスカGT-Rの走りに心を奪われたという土屋圭市。
時は流れ、'92年には憧れの「国さん」とコンビを組みR32GT-RでグループAに参戦。

「レーシングドライバーとしての俺は、確実にあのレースで変わったよね」と土屋は語る。
「STP TAISAN GT-R」のステアリングを久々に握り、その胸に去来したものとは

土屋圭市
STP TAISAN GT-R
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GT-R生誕半世紀を祝う
過去最大規模のR's祭り

GT-R生誕50周年、加えてR32の30周年とR34の20周年も重なった今年の「R's Meeting」。
出展小間数／来場者数ともに記録を更新し、マイルストーンに相応しい過去最高の盛り上がりをみせた !

文：野田航也（本誌）　写真：大西 靖／木村博道／小林 健（本誌）／増田貴広（本誌）

in 富士スピードウェイRs Meeting 2019



GT-R生誕半世紀を祝う
過去最大規模のR's祭り
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ステージイベントも
終日大賑わい !

歴代GT-Rを手掛けた開発責任者が一堂に集うのも、R's Meetingではお約束の光景となっている。今年
は生誕50周年ということで、ステージではR32／R33／R34／R35のキーマン4名によるスペシャルトー
クショーを開催。初代ハコスカから現在のR35に通じるRの魂について持論を披露していただいた

22～29ページにもご登場いただいた4名によるR'sトーク。
各人の思い出話はもとより、「この先のGT-R」に話が及ぶと、
詰めかけた聴衆たちの目の色が一瞬にして変わった！

歴代開発者が揃い踏みのR'sトークショー
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昨年に続き、関西お笑い界から間 寛平師匠とテンダラーの浜本広晃さんをお迎えしてトークショーを
展開。GT-Rの真面目な話から即興コント（？）に至るまで、バラエティに富んだ40分間の異色ステージ
に。昨年はタジタジだったMCのオギ姉も事前に研究をしてきたのか、見事にトークを仕切っていた！

今年はドライバーによるステージも実施。現役の日産NISMOワークスドライバー・松田次生選手、元
NISMO契約ドライバーにして、ニュル24ｈレースでは日本人最多出場回数を誇る木下隆之氏、そして
ドリキンこと土屋圭市氏の3名が登壇。MCは本イベント初登場となるマナPこと鈴木 学氏が務めた

松田選手が3年ぶりに
登場。本誌連載でもお
馴染みの木下氏は自宅
から発掘したという日
産ワークスの証である
懐かしのスーツを着用
して登壇するというサ
プライズ演出も！　当
日、久々にタイサン号
のステリングを握った
土屋氏もグループA当
時の逸話などを披露

スカイラインとGT-R
をこよなく愛するお笑
い芸人の寛平師匠と浜
本さん。寛平師匠のド
ラテク指南役であり、
まるで兄弟のように似
ていると話題のモータ
ージャーナリスト桂 
伸一氏と日産自動車の
田村宏志氏にも加わっ
ていただき、会場を大
いに沸かせてもらった

笑いっぱなしのスペシャルトーク炸裂

GT-Rに縁の深いドライバートークショー

GT-R生誕半世紀を祝う
過去最大規模のR's祭り

in 富士スピードウェイ
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暑
過
ぎ
ず
、
寒
過
ぎ
ず
。「
Ｒ'
ｓ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
２
０
１
９
」当
日
は
、
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
は
最
高
の
天
候
と
な
っ
た
。
今

回
は
異
例
の
土
曜
日
開
催
と
な
っ
た
が
、

そ
れ
で
も
メ
イ
ン
会
場
と
な
る
富
士
ス
ピ

ー
ド
ウ
ェ
イ
の
イ
ベ
ン
ト
広
場
は
人
、
人
、

人
。
あ
り
が
た
い
話
で
あ
る
。

　
そ
の
人
だ
か
り
を
じ
っ
く
り
観
察
し
て

い
る
と
、
来
場
者
が
集
中
す
る
場
所
は
時

間
を
追
う
ご
と
に
変
わ
る
。
一
体
何
が
あ

る
の
だ
ろ
う
？
　
よ
く
よ
く
調
べ
て
み
れ

ば
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ブ
ー
ス
で
独
自
の
イ
ベ

ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
。

　
ブ
ー
ス
出
展
と
い
う
と
デ
モ
カ
ー
や
パ

ー
ツ
の
展
示
が
ベ
ー
シ
ッ
ク
だ
。
し
か
し
、

も
っ
と
活
動
内
容
を
知
っ
て
ほ
し
い
と
考

え
る
シ
ョ
ッ
プ
や
メ
ー
カ
ー
が
、
作
業
の

実
演
や
ク
ル
マ
＆
パ
ー
ツ
で
は
な
い
展
示

を
行
う
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー
や
有
名
人

の
サ
イ
ン
会
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
独
自
で

開
催
す
る
。
こ
う
し
た
流
れ
は
２
〜
３
年

前
か
ら
感
じ
て
い
た
。
わ
れ
わ
れ
主
催
者

側
が
頼
ん
だ
の
で
は
な
く
、
積
極
的
に
Ｒ'

ｓ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
参
加
し
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
と
て
も
あ
り
が
た
い
こ

と
で
、
イ
ベ
ン
ト
に
活
気
が
溢
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
Ｒ'
ｓ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
合
わ

せ
て
Ｇ
Ｔ̶

Ｒ
用
の
新
ア
イ
テ
ム
を
お
披

露
目
し
て
く
れ
る
メ
ー
カ
ー
や
シ
ョ
ッ
プ

が
増
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
Ｇ
Ｔ̶

Ｒ
ユ
ー
ザ
ー
、
も
し
く
は
フ
ァ
ン
が
多
く

集
ま
る
イ
ベ
ン
ト
だ
け
に
、
当
然
の
話
な

の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
て
、
メ
ー
カ

デ
モ
カ
ー
展
示
と
共
に
増
え
る

各
ブ
ー
ス
の
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト

最新の＂Rを楽しむ術＂が会場に溢れている

メインステージを左右から挟むようにSTP TAISAN 
GT-R、S54、R35 50th Anniversary、R35 NISMOを
特別展示した。こちらも好評でうれしい限りである

ストリートカーだけでなく、本物のレーシングカーが
持ち込まれることも増えてきた。GT-Rファンだけで
なく、日産レース好きも楽しめるイベントになった

フロント部分の解体と再組み付けの実演を行ったカナ
ザワボディーリペア。デモカーを見せるだけではなく、
こうした実演はユーザーにとってもわかりやすいのだ

上からRB26DETTを見ることはあっても、全体を眺
める機会はあまりない。こうしたエンジン単体の展示
などもオーナーにとっては勉強になり心が躍るものだ
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ー
や
プ
ロ
シ
ョ
ッ
プ
と
、
ユ
ー
ザ
ー
が
直

接
触
れ
合
い
、
Ｇ
Ｔ̶

Ｒ
の
新
し
い
流
れ

を
作
り
出
す
場
と
し
て
Ｒ'
ｓ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
を
活
用
し
て
い
た
だ
く
の
は
大
歓
迎
で

あ
る
し
、
感
謝
し
か
な
い
。

　
Ｒ
35
が
誕
生
し
て
か
ら
す
で
に
10
年
以

上
が
経
過
し
た
。
第
２
世
代
は
純
正
パ
ー

ツ
の
製
廃
が
続
く
な
ど
、
暗
い
ニ
ュ
ー
ス

も
多
い
。
し
か
し
、
少
な
く
と
も
Ｒ'
ｓ
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
の
出
展
社
に
は「
Ｇ
Ｔ̶

Ｒ

を
諦
め
な
い
。
こ
れ
か
ら
も
大
切
に
乗
り

続
け
る
た
め
に
、
わ
れ
わ
れ
に
何
が
で
き

る
か
？
」
と
い
う
気
概
を
感
じ
る
。
だ
か

ら
こ
そ
、
こ
こ
で
発
表
さ
れ
る
新
ア
イ
テ

ム
た
ち
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
欲
す
る
も
の
で

あ
り
、
そ
こ
か
ら
新
し
い
道
が
開
け
て
い

る
の
だ
と
思
う
。

　
北
海
道
か
ら
九
州
ま
で
、
そ
し
て
海
外

か
ら
訪
れ
る
来
場
者
も
増
え
た
。
Ｒ'
ｓ
ミ

ー
テ
ィ
ン
グ
は
大
き
く
な
れ
ば
良
い
と
い

う
も
の
で
は
な
い
と
思
う
。
あ
く
ま
で
も

日
頃
は
間
近
で
触
れ
合
う
こ
と
の
で
き
な

い
Ｒ
好
き
同
士
の
交
流
の
場
。
規
模
の
大

小
に
関
係
な
く
、
す
べ
て
の
人
た
ち
が
笑

顔
で
帰
路
に
つ
け
る
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
に

な
る
よ
う
、
日
々
改
善
し
て
い
か
な
け
れ

ば
と
思
う
。
そ
れ
は
本
誌
だ
け
で
で
き
る

こ
と
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
皆
さ
ま
、

来
年
も
ぜ
ひ
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

全方位GT-Rカーニバル

◦CLUB RH9 ◦エッチ・ケー・エス ◦FUJITSUBO
TUNING PROSHOP GROUP ◦ATTKD・オーテック ◦BLITZ
フェニックスパワー ◦MCR ◦BRIDE
TOP SECRET ◦エンケイ with RGF ◦フルカラー名刺工房　日産名刺コレクション
SCREEN ◦エンドレスアドバンス ◦VLENE
TMワークス ◦OZ RACING ◦プロジェクトミュー
アートテック花塚 ◦オーディオファクトリー サウンドプロ ◦プロストックレーシング
ENDLESS ◦Auto Works K2 ◦Mine's
カーメイキング　レヴュー ◦オオクボファクトリー ◦緑整備センター
SABULIVE ◦小倉クラッチ ◦目黒メンテナンスサービス
JUNオートメカニック ◦カナザワボディーリペア ◦MOTUL/テクノイル・ジャポンK.K.
ピットロードM ◦ガレージアクティブ ◦Moty's
ウィング・タケオ ◦ガレージマック ◦横浜ゴム
ガレージ伊藤 ◦Kansai SERVISE ◦Rush Factory
佐藤商会 ◦日下エンジニアリング ◦ラッシュモータースポーツ
ツーシステム ◦KUHL-RACING JAPAN ◦Rio
t-get ◦Kn's ファクトリー ◦レーシングサービスタカギ
デューク福井 ◦GTROC・R35GTRclub・クロスオーバー ◦レイズ

◦イーネクスト ◦スカイラインスポーツクラブ東京 ◦REWITEC®
◦AUTO SELECT ◦スピードマスター ◦ロッキーオート
◦ガレージヨシダ ◦ダイヤモンドエンジニアリング ◦ロブソンレザー
◦CRAFT SPORTS ◦TOMEI POWERED ◦ワイズスクウェア
◦GLOBAL AUTO ◦Do-Luck Racing ◦ワキプリントピア
◦TRUST ◦ナカネレーシングデザイン （掲載順）
◦NISMO大森ファクトリー ◦ナプレック ◎企画展示
◦Reverse ◦日産プリンス東京モータースポーツ室 ◦日産自動車
◦リバティーウォーク ◦日本自動車用品・部品アフターマーケット振興会 ◦京商
◦Abflug ◦ネコ・コーポレーション ◦富士スピードウェイ
◦IGNITION PROJECTS ◦VARIS ◦GT-R Magazine
◦エイチ・ピー・アイ ◦ビーパックスつくば
◦STF & MANABOON ◦BBSジャパン

豊富なジャンルのメーカー＆プロショップが集結!
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CLUB RH9

フェニックスパワー

TOP SECRET

飽きのこないクルマ作りを徹底する

フルノーマルから過激チューンまで揃う

趣味嗜好の異なるさまざまなユーザーに満足してもらいたい。そのための引き出しの多さを理解してもらえるように、セッ
トアップするパーツを変えてキャラクターの違うR35を用意した。ストリートからサーキットまで納得のいく仕様を作る

エンジンチューニングばかりでなく、エアロアイテムの充実やレストアの技術力もアピールしたトップシークレット。一般
的なメンテナンスからフルチューンまで分け隔てなく対応してくれる。頼ってくれる人は拒まない姿勢がファンを魅了する

ノーマルエンジンに700Rターボを装着して800psをマーク。ベースのポテンシャ
ルが高いので、手軽なアプローチでも十分すぎるパフォーマンスが得られるのだ

チューニングで培った高い技術力を惜しみなく投入したフルノーマルのリフレッシ
ュ仕様。スタンダードなR32の魅力を余すことなく引き出すメニューになっている

BBS RI-DとエンドレスのMONO6キ
ャリパーキットを組み合わせた別の提
案。ローターのスリットも特徴的だ

BNR32のエアコン吹出口周辺に発生
しがちなボードの浮き対策。カーボン
製ダッシュパネルが当日発売となった

RAYS VOLK RACING TE37トラッ
クエディション2の奥にはAPロッキー
ドのキャリパーを装着するR35も用意

ボリュームのあるR35のリヤパートに
も、バランスよくマッチするGTウイ
ングのハイマウントバージョンも人気

700Rターボを搭載したR35はスタイ
リングもやり過ぎることがなく、とて
も精悍で躍動感をみなぎらせている

街中で違和感なく溶け込めるようにロ
ーポジションにマウントするGTウイ
ングのストリートバージョンに注目！

数多くのパーツの中から価値あるアイテムを厳選してユーザーに提供する
フェニックスパワー。横山耕治代表が自ら吟味して納得したものだけを扱
っている。ユーザーの要望を臨機応変に対応してくれることも魅力のひと
つ。いつまでも飽きのこないクルマ作りを徹底している。今回は5台のR35
を展示した。エンジン内部はノーマルでブリッツの700Rタービンキット
のポン付けのみでパワフルに仕立てたストリート仕様をメインに、エンジ
ン内部もガッツリと手を入れた1,000㎰オーバーの400㎞/h超えを狙うモ
ンスターマシンなど、魅惑のクルマばかりを揃えている

夢のあるクルマ作りで定評のあるトップシークレット。ユーザーの無理難
題にも柔軟に応えてくれる懐の深さが最大の魅力と言える。その実力は国
内のみならず、海外にも知れ渡るほどだ。「普段使いには快適なR35、趣
味で乗るならR32、最近はR33の扱いやすさを再認識しました」と永田和
彦代表。そんな考えを反映させた車両を展示した。R33とR35はパンチの
あるエンジンチューンはもちろん、スタイリッシュなエアロアイテムも導
入。一方、R32はエンジンはもちろんホイールまでフルノーマルで攻める。
バリエーションが豊富で来場者を楽しませてくれていた

CLUB RH9

福井店☎0776・67・2980  京都店☎0774・48・1157  http://www.phoenixs.co.jp/phoenixs/

☎043・216・8808　http://topsecret-jpn.com

70

責了

GT-R Magazine vol.149P70



Rの素性のよさは崩さずに
徹底的に引き伸ばしていく

ハードなチューニングでも
乗りやすさを重視する !

パフォーマンスだけでなく、ルッ
クスにもこだわって見ても走って
も楽しめるクルマ作りがエンドレ
スのポリシーだ。万が一トラブル
が発生したら徹底的に原因を追求
して対策を講じる。こうして得た
ノウハウが蓄積されて懐の深いチ
ューニングが可能になった。RB 
26DETTをやり尽くしたので、最
近はR35が多いという。そんな状
況を裏付けるかのように2台の展
示車両はどちらもR35だ。ガンメ
タはエンジンがノーマルで、現在
4.3ℓ仕様を急ピッチで製作中！

R35チューニングを得意とするサ
ブライブ。高度な電子デバイスを
導入しているVR38DETTにも、
専用ツールを使い制御系に手を入
れて、狙った味付けを実現してく
れる。さらに純正コンピュータだ
けでなくフルコンにも対応可能。
展示車両は赤と黒のR35でどち
らもエンジンはノーマルのままパ
ワーを引き上げている。ブース内
にはサージタンクやピストンなど
厳選した海外のパーツをディスプ
レイ。機能美満点のアイテムに来
場者の視線は釘付けになっていた

長年L型で培ってきたノウハウを
ベースに、時代に合ったチューニ
ングを展開しているアートテック
花塚。バランスのいいトータルメ
イクを心掛けている。ユーザーの
リピーター率が高いのも特徴の一
つだ。一度訪れると花塚芳美代表
の魅力に惹かれて長い付き合いに
なるという。今回はR35とR34の2

台を展示。どちらも素性のよさを
崩すことなくグレードアップを図
り、乗りやすさを重視。とくに
R35は扱いやすさや快適性も気を
配った仕上がりとなっている

特別なチューニングをせず、メン
テナンスだけでもしっかりと面倒
を見てくれるというカーメイキン
グレヴュー。ユーザーの好みに合
わせてライトからハードまで、さ
まざまなメニューを用意して対応。
展示車両はホワイトとブルーの2

台のR35だ。どちらもバランスよ
く手を入れたハードなチューニン
グながら、乗りやすさを重視した
味付け。とくにブルーの車両はド
ライカーボンパーツを各部に使い
軽量化も図っている。それでいて
無骨過ぎず精悍なスタイルを実現

R34は2.8ℓでVカムも装
備。GT2530KAIで600㎰
のサーキット仕様

オリジナルのサージタンク
やリザーバータンク、オイ
ルキャッチタンクをセット

R35はピストンとコンロッ
ドを強化。GT800タービン
で800㎰をマークする

オーナーが１番気に入って
いるアングルのリアビュー。
機能美が強烈に伝わる

CLUB RH9

CLUB RH9

ENDLESS

SABULIVE

アートテック花塚

カーメイキング レヴュー

CLUB RH9

CLUB RH9

☎078・969・2555　http://www.endless-r.co.jp

☎076・482・3751　http://www.sabulive.jp

☎0287・62・3218　http://at-hanatsuka.co.jp

☎0438・60・3133　http://www.revyou.co.jp

パフォーマンスに合わせた
ルックスで魅力に深みを出す

純正コンピュータだけでなく
ハイレベルなフルコンも対応

3.8ℓエンジンにTD06SH 
20RXという新ターボを組
み合わせて1,000㎰を発揮

ブランチが長くボリュームあ
るサージタンクはマグナス、
ピストンはダイヤモンド製

両サイドがカナードで下面
まで一体成型のフロントデ
ィフューザーはオリジナル

フロントはアブフラッグ製
で、サイドとリヤはオリジ
ナルを組み合わせている
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NISMO大森ファクトリー

Reverse

最新ホイールと王道GT-Rチューンを披露 !

オリジナルパーツも豊富に走りを応援 !

第2世代、R35と共に豊富なステップアップの方法を伝授してくれるNISMO大森ファクトリー。会場では海外からの来場者
も多数訪れ、憧れのマシンを間近に見て感動している姿が印象的だった。デモカー4台がズラリと並ぶのはやはり圧巻

リバースと言うとサーキット派の強い味方というイメージが強いが、もちろんストリート仕様やメンテナンスなどにも幅広
く対応。GT-Rのことなら第2世代もR35も造詣が深く、なおかつサーキットでの限界を知っているというのが心強いショップ

サイズはフロントが10J×20で、リヤが10.5J×20という設定だ。落ち着いたブラッ
クのフェイスに、ダイヤカットとマシニング加工によるNISMOロゴがよく映える

展示されていたエキマニにはHKSのGTⅢタービンを装着。その位置が若干フロン
ト寄りになっている。まだ完成したばかりで正式名称や価格は近日中に発表の予定

LM-GT4に19インチが追加ラインナ
ップされる予定。BCNR33やBNR34
に向けたサイズとして注目したい！

手軽にドレスアップが楽しめるカーボ
ンモールシール。R32用とR34用が用
意されており2,800～3,000円だ

第2世代のGT-Rに向け新たにリリー
スされたタワーバーにも注目だ。純チ
タン製で重量はわずか1.5㎏！

専用の分度器を使わずにバルブタイミ
ングの計測が可能。セッティングの手
間を大幅に簡略化する優れたアイテム

BNR34のイン
タークーラーパ
イピングやイン
レットパイプな
ど、NISMO大
森ファクトリー
のカーボンパー
ツも根強い人気

イベントのお土産に大人気のＴシャツ
も新作が登場していた。前後にラメ入
りのロゴがプリントされているのだ

日産ワークスとしてモータースポーツ活動を行い、数々のチューニングパ
ーツを世に送り出すNISMO。そのショップ部門、NISMO大森ファクトリ
ーは今回の目玉としてBBSと共同開発した「RI-A Engineered by NISMO
ダイヤカットモデル」を持ち込んだ。軽さと強靭さのバランスを極限まで
追求した鍛造1ピース。昨年は発表後瞬く間に完売となったモデルで、今
回はリム部にダイヤカットを施しているのがポイント。車両はR32/R33/
R34/R35のデモカーCRSを持ち込んでおり、その正統派な佇まいに来場
者は感嘆と共に、愛車のステップアップのヒントを得ていた

ツインリンクもてぎに近い地の利を生かして、GT-Rによるサーキット走
行をバックアップするリバース。オリジナルブランドSeedへ新たに加わ
ったのは、排気抵抗を減らすためタービンを前方にオフセットした、
RB26DETT用の等長エキゾーストマニホールドだ。性能だけでなく見た
目も素晴らしい。さらにクランクプーリーに装着し、バルタイを計測・調
整するためのゲージもR's Meetingが初お披露目の場となった。こちらは
速さに直結するアイテムではないものの、プライベーターやプロショップ
にとっては目からウロコのアイディア商品。大いに注目を集めていた

☎045・505・8508　https://www.nismo.co.jp/omori_factory

☎0285・82・4870　http://www.reverse-seed.com/
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恒例のお宝ゲットチャンス！
参加者もグッズも過去最高に

じゃんけん大会HKS GTⅢ-2530タービンキット

日下エンジニアリング
1/6エンジンモデル
フルオーダーカスタム

ORC
メタルツインクラッチ

HPIワイドインタークーラー

協賛各社
エイチ・ピー・アイ／エッチ・ケー・エス／小倉クラッチ／日下エンジ
ニアリング／エンケイ／エンドレスアドバンス／OZ RACING／京商
／スピードマスター／MOTUL/テクノイル・ジャポンK.K.／TOMEI 
POWERED／TRUST／NISMO／日産自動車／BBSジャパン／
FUJITSUBO／BLITZ／BRIDE／プロジェクトミュー／横浜ゴム／
レイズ／REWITEC®／ロブソンレザー／ワキプリントピア

HKSの最新タービ
ンであるGTⅢ- 
2530のRB26DE 
TT用キット。本体
や補器類の強化が
必要だが 550～
600㎰を出せる注
目のアイテムだ

今にも動きそうな精巧さがウリの
日下エンジニアリング1/6エンジ
ンモデル。じゃんけん勝者の愛車
同様にフルオーダーでカスタム

ORCメタルクラッチはハイパワー
に対応しつつ、マイルドなペダル
フィールと半クラの使いやすさ、
レスポンスのよさが支持される

HPIのワイドイン
タークーラーは純
正バンパーを無加
工で装着できる最
大サイズ700㎜。
オフセットフィン
で冷却性能を重視
したのが特徴だ

　
イ
ベ
ン
ト
も
終
盤
に
差
し
掛
か
る
と
、

い
よ
い
よ
恒
例
の
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
タ
イ

ム
と
な
る
。
毎
年
多
数
の
メ
ー
カ
ー
＆
シ

ョ
ッ
プ
に
協
賛
い
た
だ
き
、
来
場
者
は
素

敵
な
お
土
産
を
ゲ
ッ
ト
で
き
る
の
だ
。

　
今
年
も
豪
華
な
モ
ニ
タ
ー
賞
品
か
ら
絶

版
＆
非
売
品
の
レ
ア
グ
ッ
ズ
ま
で
、
数
え

切
れ
な
い
ほ
ど
の
ア
イ
テ
ム
を
用
意
で
き

た
。
そ
し
て
始
ま
る
本
気
の
戦
い
で
あ
る
。

　
舞
台
上
か
ら
Ｍ
Ｃ
の
オ
ギ
姉
が
仕
切
り
、

本
誌
編
集
長
の
野
田
と
じ
ゃ
ん
け
ん
対
決
。

時
間
が
経
つ
ほ
ど
に
ボ
ル
テ
ー
ジ
も
上
が

る
。
4
点
あ
っ
た
モ
ニ
タ
ー
賞
品
を
勝
ち

取
っ
た
人
も
笑
顔
。
こ
ち
ら
は
後
日
、
き

っ
ち
り
レ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

豪
華
賞
品
や
レ
ア
ア
イ
テ
ム
の

熾
烈
な
争
奪
戦
も
楽
し
め
る
！
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